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林
野
労
組

　

高
校
３
年
時

に
野
球
部
で
配

ら
れ
た
「
人
生

設
計
シ
ー
ト
」。

あ
る
高
校
球
児

は
そ
の
シ
ー
ト

に
27
歳
の
欄
へ

「
Ｗ
Ｂ
Ｃ
日
本

代
表　
Ｍ
Ｖ
Ｐ
」

と
書
き
込
ん
だ
。
大
谷
翔
平
選
手

で
あ
る
▼
自
ら
の
能
力
を
信
じ
、

二
刀
流
と
い
う
誰
も
歩
ん
で
い
な

い
道
を
切
り
開
い
た
。
一
つ
歳
を

重
ね
た
28
歳
の
ス
タ
ー
は
、
シ
ー

ト
に
思
い
描
い
た
こ
と
を
実
現
す

る
た
め
、
自
身
の
人
生
設
計
を

着
々
と
進
め
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
と
い
う
大

舞
台
で
サ
ム
ラ
イ
ジ
ャ
パ
ン
優
勝

へ
と
導
き
、
自
身
の
目
標
を
見
事

に
達
成
し
、
漫
画
の
よ
う
な
、
映

画
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
は
現
実

と
な
っ
た
▼
米
国
と
の
決
勝
。
こ

ち
ら
か
ら
見
る
と
日
本
代
表
選
手

は
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
揃
い
だ
が
、

選
手
達
か
ら
す
る
と
夢
見
る
米
大

リ
ー
グ
の
選
手
の
存
在
は
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
ら
し
い
▼
「
憧
れ
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
」
決
勝
試
合

前
に
チ
ー
ム
の
仲
間
に
大
谷
選
手

が
訴
え
た
言
葉
の
真
意
を
試
合
後

の
会
見
で
、「
僕
ら
は
知
ら
ず
知

ら
ず
ア
メ
リ
カ
の
野
球
に
か
な
り

リ
ス
ペ
ク
ト
の
気
持
ち
を
持
っ
て

い
る
。
そ
の
ま
な
ざ
し
が
弱
気
に

変
わ
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。
今
日

だ
け
は
そ
れ
を
忘
れ
て
対
等
な
立

場
で
勝
つ
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
を

み
ん
な
で
出
し
た
か
っ
た
」
▼

２
０
２
３
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

新
鮮
な
気
持
ち
で
臨
む
人
も
多
い

こ
の
時
期
。
課
題
も
多
い
が
、

着
々
と
積
み
重
ね
る
精
神
を
持
ち
、

自
身
の
挑
む
気
持
ち
を
新
た
に
目

標
を
立
て
て
み
て
は
如
何
だ
ろ
う

か
。
思
い
描
い
た
こ
と
を
実
現
す

る
た
め
に
。（
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
）

年輪

　

冒
頭
、
甲
斐
地
本
執
行
委
員
長
は

現
在
の
国
際
、
政
治
情
勢
等
に
ふ
れ

な
が
ら
、

①
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
攻
か
ら
1
年
が
経
過
し
、

ロ
シ
ア
の
侵
攻
は
止
ま
る
こ
と
な
く
、

連
日
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
。

林
野
労
組
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
対
す
る
特
別
決
議
を
採
択

を
し
て
ロ
シ
ア
大
使
館
に
抗
議
文
を

交
付
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
が
、
現
下
の
情
勢
か
ら
す
れ

ば
軍
事
侵
攻
の
長
期
化
が
予
測
さ
れ

る
。
平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
機
会
や
地

域
の
集
会
へ
の
参
加
な
ど
、
引
き
続

き
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

②
「
物
価
上
昇
を
加
味
し
た
実
質
賃

金
は
前
年
同
期
比
3
・
8
%
減
8
ヶ

月
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
物
価
高
に
賃
金
の
伸

び
が
追
い
つ
い
て
な
い
状
況
が
深
刻

化
を
し
て
い
る
。
政
治
主
導
に
よ
る

官
製
春
闘
で
賃
上
げ
が
進
む
わ
け
で

は
な
く
、
賃
金
、
労
働
条
件
は
労
使

交
渉
で
決
定
さ
れ
る
と
い
う
原
点
に

立
ち
、
経
済
社
会
の
原
動
力
と
な
る

賃
金
に
分
配
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
春
闘
結
果

が
人
事
院
勧
告
に
繋
が
り
労
働
者
の

賃
上
げ
が
地
場
賃
金
の
押
し
上
げ
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
な
ど
相
互
作
用
も
強
く
意
識
し

た
積
極
的
な
賃
上
げ
闘
争
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
本
委
員
会
に
お
い
て
、

林
野
労
組
の
春
闘
方
針
に
つ
い
て
確

認
し
、
全
分
会
で
、
要
求
書
を
提
出

し
職
場
交
渉
を
積
み
上
げ
賃
上
げ
を

勝
ち
取
り
、
各
種
手
当
に
つ
い
て
も
、

人
事
院
交
渉
な
ど
の
取
組
を
継
続
さ

せ
て
有
利
解
決
に
向
け
て
取
組
を
進

め
て
い
き
た
い
」

③
「
組
織
態
勢
強
化
に
つ
い
て
は
、

林
野
労
組
が
抱
え
る
課
題
や
要
求
を

実
現
す
る
た
め
に
九
州
地
本
は
組
織

態
勢
強
化
を
最
重
要
課
題
と
し
て
こ

の
間
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。
組
合
員
と
課
題
を
共
有
し
て
運

動
を
し
っ
か
り
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
分
会
の
組
織
運
営
も
大
変

な
ご
苦
労
は
あ
る
と
思
う
が
、
組
合

員
の
声
を
吸
い
上
げ
た
職
場
交
渉
の

積
み
上
げ
な
ど
、
運
動
を
通
し
た
団

結
強
化
や
、
組
合
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
世
話
役
活
動
や
一
声

一
枚
岩
運
動
の
継
続
を
お
願
い
す

る
」

④
「
労
使
交
渉
に
つ
い
て
は
、
労
働

組
合
は
組
織
で
取
組
を
進
め
、
組
織

で
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
特
に
労
働
条
件
課
題
で
は
、
職

場
実
態
を
踏
ま
え
た
課
題
が
多
く
出

さ
れ
て
お
り
、
組
合
員
の
労
働
条
件

改
善
に
向
け
た
現
場
の
意
見
の
反
映

の
場
と
し
て
、
分
会
交
渉
の
取
組
は

重
要
で
あ
る
。
業
務
運
営
や
労
働
条

件
に
支
障
が
出
れ
ば
、
組
合
と
し
て

問
題
提
起
を
す
る
交
渉
を
積
み
上
げ

る
こ
と
が
重
要
。
ま
た
、
労
使
間
の

緊
張
感
を
保
持
す
る
た
め
に
も
あ
ら

た
め
て
全
分
会
で
の
労
使
交
渉
の
取

組
を
要
請
す
る
。」

等
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
加
藤
地
本
書
記
長
よ
り
、

二
〇
二
二
年
秋
年
闘
争
の
経
過
と
総

括
、
二
〇
二
三
春
闘
方
針
（
案
）
を

提
起
。
松
本
執
行
委
員
よ
り

二
〇
二
二
年
度
中
間
決
算
報
告
及
び

補
正
予
算
（
案
）、
二
〇
二
三
年
度

暫
定
予
算
（
案
）
の
提
起
が
あ
り
、

内
海
監
査
員
よ
り
会
計
監
査
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

質
疑
・
討
論
で
は
、
期
間
業
務
職

員
の
活
用
、
女
性
組
合
員
の
青
年
女

性
年
齢
制
限
、
内
々
示
の
扱
い
、
生

産
量
確
保
、
組
織
率
低
下
、
林
道
維

持
修
繕
の
予
算
確
保
、
森
林
事
務

所
・
宿
舎
関
連
課
題
、
フ
ル
タ
イ
ム

再
任
用
と
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
、

国
庫
帰
属
制
度
な
ど
、
各
分
会
か
ら

多
岐
に
わ
た
り
発
言
が
あ
り
活
発
な

議
論
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

地
本
よ
り
提
案
さ
れ
た
全
議
案
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

地
本
委
員
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
委
員
会

宣
言
を
全
会
一
致
で
採
択
。

　

最
後
に
、
甲
斐
地
本
執
行
委
員
長

の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
全
日
程
を
終

了
し
ま
し
た
。

議長に選出された橋本委員（大分西部分会）

あいさつする甲斐地本委員長

全分会19人の地本委員が参加

団結がんばろう

当
面
の
行
動

4
月
5
日　

執
行
委
員
会

4
月
7
日　

安
全
祈
願

4
月
19
日　

執
行
委
員
会

4
月
26
日　

地
本
団
体
交
渉

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

諸課題の前進に向け全分会で意思統一
～林野労組九州地本第17回地本委員会～

　

３
月
３
日
、
林
野
労
組
九
州
地
本
は
、
九
州
森
林
労
連
会
館
に

お
い
て
各
分
会
か
ら
地
本
委
員
が
参
加
し
て
第
17
回
地
本
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

古
村
地
本
副
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
委
員
会
議

長
に
橋
本
委
員
（
大
分
西
部
分
会
）
を
選
出
し
て
議
事
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

「出初式」
（撮影者　鶴山喜之：大隅分会）

「匠の一言」　
　迫力ある放水でした！

　

九
州
地
本
は
、
３
月
22
日
、
令
和

5
年
度
事
業
予
定
説
明
及
び
国
有
林

野
事
業
予
定
総
括
表
の
説
明
を
局
当

局
か
ら
受
け
ま
し
た
。

　

説
明
内
容
と
し
て
は
、

①
公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の

推
進
と
森
林
・
林
業
の
再
生
へ
の
貢

献②
多
様
で
健
全
な
森
林
整
備
の
推
進

と
民
有
林
行
政
へ
の
技
術
的
な
支
援

③
令
和
5
年
度
の
事
業
予
算
の
確
保

と
着
実
な
債
務
返
済

④
令
和
5
年
度
の
事
業
運
営
に
あ

た
っ
て
の
局
署
等
の
幹
部
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
九
州
局
の

考
え
方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、

①
令
和
5
年
度
の
事
業
予
定

②
造
林
コ
ス
ト
の
低
減
等
に
係
る
対

応③
シ
カ
捕
獲
の
取
組
状
況

④
林
道
維
持
修
繕
予
算
の
確
保

⑤
円
滑
な
業
務
運
営
の
確
保

⑥
樹
木
採
取
権
の
状
況

⑦
非
常
勤
職
員
予
算
に
つ
い
て

⑧
旅
費
、
超
勤
予
算
の
確
保

⑨
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
民
有
林
へ

の
技
術
的
支
援

⑩
ア
ウ
ル
の
取
組
状
況

⑪
宿
舎
修
繕
予
算
の
確
保

の
各
項
目
に
つ
い
て
具
体
的
考
え
方

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

局
当
局
か
ら
は
、
業
務
運
営
の
各

課
題
な
ど
の
解
消
に
向
け
て
今
後
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
の
回
答
を
受

け
、
甲
斐
地
本
委
員
長
は
「
来
年
度

に
向
け
て
、
各
部
署
の
意
見
を
踏
ま

え
交
渉
を
申
し
入
れ
た
い
」
と
し
て
、

４
月
26
日
に
地
本
交
渉
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

円
滑
な
業
務
運
営
の
確
保
と
各
課
題
解
消
を

〜
二
〇
二
三
年
度
事
業
予
定
説
明
〜
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2
0
2
3
春
季
生
活
闘
争
に
お
け

る
取
組
を
進
め
る
中
で
、
3
月
10
日
、

地
本
は
国
交
連
合
九
州
と
連
携
し
、

人
事
院
九
州
事
務
局
交
渉
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

国
交
連
合
九
州
か
ら
9
名
が
出
席

（
林
野
労
組
か
ら
加
藤
書
記
長
と
松

本
執
行
委
員
の
2
名
が
出
席
）
し
、

人
事
院
九
州
事
務
局
側
は
人
事
院
九

州
事
務
局
長
、
総
務
課
長
、
第
１
課

長
が
対
応
す
る
中
、
要
求
書
に
基
づ

き
、
公
務
員
労
働
者
の
公
務
公
共
・

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
国
民
の
期
待
へ

の
寄
与
、
賃
上
げ
、
公
務
・
公
共
部

門
に
働
く
労
働
者
の
雇
用
安
定
と
労

働
条
件
の
確
保
等
を
求
め
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
国
交
連
合
九
州
の
薬
師
寺

議
長
（
国
税
労
組
）
よ
り
、「
新
型

コ
ロ
ナ
や
物
価
高
に
よ
り
、
社
会
・

経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
が
及
ん
で

い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
国
民
生
活

の
基
盤
を
担
う
公
務
の
現
場
で
は
、

高
い
使
命
感
と
責
任
感
を
持
っ
て
職

員
が
奮
闘
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
安

心
・
安
全
に
働
く
た
め
に
、
人
員
・

労
働
条
件
の
確
保
及
び
適
切
な
賃
金

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
労

働
基
本
権
の
代
償
機
関
と
し
て
最
大

限
応
え
る
よ
う
、
本
日
は
要
求
し
た

い
」
と
議
長
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
①
賃
金
要
求
、
②
給
与

制
度
の
整
備
、
③
非
常
勤
職
員
の
労

働
条
件
改
善
、
④
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
、
⑤
労
働
時
間
の
短
縮
、
⑥

障
碍
者
雇
用
、
⑦
女
性
公
務
員
の
労

働
権
確
立
、
⑧
高
齢
者
雇
用
政
策
、

⑨
福
利
厚
生
施
策
の
充
実
に
併
せ
、

林
野
労
組
か
ら
「
山
上
等
作
業
手
当

の
適
用
業
務
の
拡
充
」
及
び
「
再
任

用
職
員
の
各
種
手
当
を
支
給
対
象
と

す
る
こ
と
」
を
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
人
事
院
九
州
事
務
局

長
は
、「
国
有
林
の
要
求
事
項
に
つ

い
て
は
、
以
前
よ
り
認
識
し
て
い
る

と
こ
ろ
。
過
酷
な
現
場
で
の
作
業
で

あ
る
こ
と
を
含
め
、
本
院
に
伝
え
て

い
く
」
と
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
薬
師
寺
議
長
よ
り
、「
回

答
は
承
っ
た
が
、
本
日
段
階
の
回
答

で
あ
る
と
受
け
止
め
る
。
本
要
求
の

解
消
に
向
け
、
引
き
続
き
意
見
を
伝

え
て
い
く
」
と
述
べ
、
交
渉
を
終
え

ま
し
た
。

【
中
山
通
信
員
：
大
分
西
部
分
会
】

　

２
月
22
日
、「
分
会
親
睦
会
」
を

別
府
市
の
ホ
テ
ル
サ
ン
バ
リ
ー
ア

ネ
ッ
ク
ス
に
て
開
催
し
、
組
合
員
14

名
が
参
加
。
こ
の
「
分
会
親
睦
会
」

は
、
団
結
強
化
と
親
睦
を
図
る
上
で
、

分
会
と
し
て
は
重
要
な
取
組
と
し
て

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
３
年
ぶ

り
の
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

親
睦
会
で
は
、
橋
本
分
会
委
員
長

よ
り
「
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
時
間

の
許
す
限
り
懇

親
を
深
め
て
も

ら
い
た
い
。」

と
挨
拶
。
続
い

て
白
坂
さ
ん
の

乾
杯
の
音
頭
で
宴
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

豪
華
な
食
事
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
酒
を
た
し
な
み
、
膝
を
交
え
語
り

合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
終
盤
に
行
わ

れ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
乾
杯
か
ら
、
終
始
に

ぎ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
は
経
ち
、
最
後
は
川
原

さ
ん
の
締
め
で
宴
会
は
終
了
し
ま
し

た
。
こ
の
後
、
飲
み
足
り
な
い
多
く

の
組
合
員
は
別
府
の
夜
の
町
へ
と
流

れ
て
行
き
ま
し
た
。　

久
し
ぶ
り
に

行
わ
れ
、
多
数

の
組
合
員
が
初

め
て
の
参
加
と

な
っ
た
「
分
会

親
睦
会
」。
親

睦
と
、
よ
り
一
層
の
団
結
を
深
め
る

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
内
海
通
信
員
：
局
分
会
】

　

３
月
5
日
（
日
）、
熊
本
県
阿
蘇

市
黒
川
「
阿
蘇
農
村
公
園
あ
ぴ
か
」

に
お
い
て
、
2
0
2
3
春
季
生
活
闘

争
勝
利
に
向
け
連
合
熊
本
主
催
に
よ

る
「
第
30
回
産
別
・
地
協
対
抗
駅
伝

大
会
」
が
４
年
ぶ
り
開
催
さ
れ
、
熊

本
地
域
森
林
労
連
（
局
分
会
メ
ン

バ
ー
を
含
む
10
名
）
で
参
加
し
ま
し

た
。

　

大
会
当
日
は
、
阿
蘇
地
方
の
春
の

風
物
詩
「
野
焼
き
」
が
行
わ
れ
て
い

る
中
で
の
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
熊
本
県
内
か
ら
30
チ
ー

ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
全
区
間
16
・

0
㌔
の
８
区
間
で
レ
ー
ス
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
世
代
か
ら
構
成
し
た
チ
ー
ム
は
、

１
区
藤
川
兼
地
（
子
）
が
大
人
顔
負

け
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
切
り
、

２
区
田
中
凌
太
、
３
区
大
木
博
幸
、

４
区
部
原
亮
介
、
５
区
藤
川
涼
一

（
親
）、
６
区
藤
崎
恵
莉
佳
、
７
区
北

川
賢
太
郎
、
最
終
区
ア
ン
カ
ー
を

担
っ
た
中
川
秀
樹
委
員
長
が
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
の
中
、
ト
ラ
ッ
ク
１
周

４
０
０
メ
ー
ト
ル
を
全
力
疾
走
し
ま

し
た
。

　

タ
イ
ム
は
、
１
時
間
９
分
42
秒
と

前
回
大
会
よ
り
5
分
速
い
好
記
録
を

た
た
き
出
し
、
順
位
も
14
位
と
好
成

績
を
収
め
、
走
者
全
員
ケ
ガ
も
な
く

心
地
よ
い
汗
を
か
き
大
会
を
終
え
ま

し
た
。

親睦を深めあった大分西部分会組合員

力走する部原さん

終了後、全メンバーでハイチーズ！

山
上
等
作
業
手
当
の
適
用
業
務
の

　
　
　
　
　
　 

拡
充
な
ど
を
求
め
る

〜
2023
・
３
・
10
国
公
連
合
九
州
・
林
野
労
組
の
人
事
院
九
州
事
務
局
交
渉
〜

人事院九州事務局長（右）へ要求書を手交

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新採四天王の一人　島人ツ～ヨ～」
津波　佳樹さん（福岡分会）

　

今
回
、
福
岡
分
会
よ
り
紹
介
す

る
の
は
若
手
の
ホ
ー
プ
津
波
佳
樹

（
つ
は　

よ
し
き
）
君
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　

津
波
君
は
、
令
和
４
年
度
新
規

採
用
で
沖
縄
県
浦
添
市
出
身
の
琉

球
大
学
卒
業
（
疑
惑
あ
り
）（
笑
）

ジ
ブ
リ
大
好
き
な
生
粋
の
「
う
ち

な
ん
ち
ゅ
」
の
25
歳
で
す
。

　

沖
縄
で
生
ま
れ
育
っ
た
学
生
時

代
、
行
事
以
外
で
は
一
度
も
島
を

出
た
こ
と
が
な
か
っ
た
津
波
君
、

初
任
地
で
あ
る
福
岡
で
は
お
気
に

入
り
の
バ
イ
ク（
C
B
R
4
0
0
）

に
跨
が
り
土
日
は
ツ
ー
リ
ン
グ
を

す
る
な
ど
刺
激
的
で
毎
日
が
楽
し

い
そ
う
で
す
。

　

最
近
は
、
地
域
の
フ
ッ
ト
サ
ル

チ
ー
ム
に
入
り
週
２
回
程
汗
を
流

し
て
お
り
、
高
校
時
代
サ
ッ
カ
ー

で
沖
縄
県
代

表
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
る

と
豪
語
し
、

チ
ー
ム
の
中

で
は
１
、２

を
争
う
程
の

技
術
な
の
だ

そ
う
で
す

（
本
人
談
）。

　

そ
ん
な
彼
は
、
精
勤
学
生
時
代

勉
強
す
る
よ
り
ギ
タ
ー
に
ハ
マ
り

猛
練
習
し
た
そ
う
で
、
部
屋
か
ら

は
夜
な
夜
な
津
波
君
の
ギ
タ
ー
の

音
色
が
響
い
て
お
り
ま
す
。

　

仕
事
で
は
、
土
木
業
務
を
担
当

し
初
め
て
の
専
門
用
語
や
本
土
と

の
常
識
？
の
ズ
レ
に
悩
み
な
が
ら

も
、
持
ち
前
の
明
る
い
性
格
と
誰

と
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
れ
る
彼
は
日
々
、
上
司
と
コ
ン

ト
で
も
し
て
い
る
か
の
様
に
業
務

を
こ
な
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
か
ら
は
、
採
用
２
年
目
と

な
り
覚
え
る
こ
と
が
増
え
て
い
く

と
は
思
い
ま
す
が
、
な
ん
く
る
な

い
さ
ぁ
〜
♪
の
精
神
を
持
つ
津
波

君
な
ら
心
配
は
な
い
と
、
当
分
会

一
同
見
守
っ
て
お
り
ま
す
。

 

（
山
口
通
信
員
：
福
岡
分
会
）

ギターをこよなく愛す津波さん

組
合
員
お
よ
び
家
族
と
の

　
　
　
　
　
　
　 

団
結
を
確
認
！

親
睦
と
団
結
を
深
め
あ
う

 

３
年
ぶ
り
の「
分
会
親
睦
会
」開
催
大分西部分会大分西部分会


